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1. 　はじめに

　本稿の目的は、類義関係にある韓国語の副詞的成分��� [ittaga] と���

[nazunge] について、日本語の「あとで」/「のちほど」との対応関係を指摘しながら、

相互の意味の類似点・相違点を明らかにすることである。

　��� [ittaga] と��� [nazunge] は以下の例からも分かるように、「問題となる行為

を発話の時点において行わず、時間を置いて行う」という共通の意味特徴を持ってい

ると考えられる。

　(1) “�	
�	�
�	��� � ��� �	��	�	��	���� ���KAIST:3620�

　　　( 私の電話番号はあとで（のちほど）お帰りになる際にお教えします )

　(2) “��	��� !�	"��� � ��� �	#$	���� ���KAIST:3616�

　　　(「何のお願いですか」「あとで（のちほど）お話します」)

　例えば、例 (1) は「電話番号を教える」という行為を発話の時点において行うので

はなく、帰る際に教えるというように「時間を置いて行う」ととらえられる。また、

例 (2) の場合も「相手の質問に対してその場で答えるのではなく、時間を置いて答える」

というように解釈することができる。

　ところで、上記の例における��� [ittaga] と��� [nazunge] を日本語に訳すと、

「あとで」または「のちほど」に解釈される。実際、韓日辞典を調べてみても、���

[ittaga] と��� [nazunge] は「あとで」または「のちほど」に対応すると記述されている。

　このことから、「あとで」と「のちほど」も「問題となる行為を発話の時点において

行わず、時間を置いて行う」ことを表す場合に用いられると考えられる。

　しかし、下の例 (3) から分かるように、��� [ittaga]/��� [nazunge] と「あとで」

/「のちほど」の対応関係は必ずしも明確ではない。つまり、文脈によっては「あとで」

または「のちほど」に置き換えられない場合もあるということである（注 1）。
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　(3) a  “%&�	���	'()� *	+,	-.	'� ��( 作例 )

( ママはあとで（?? のちほど）食べるから、哲秀ちゃん先に食べて )

b “/01	2345	678	9:;	<=�	>�?	���	@A1	B	CD� ��

(KAIST:3708)

( 結婚する人とだけ恋愛をすると、つまらなくて、あとで（＊のちほど）後

悔しそうです )

c “EFG	HI�J� !	KL	�I	-.	EMN	OPQ�	���	EM:� ��

( 例 (10) を一部修正 )　

( 今日はどうなさったんですか。いつも一番先にいらっしゃる先輩が ?? あと

で（＊のちほど）いらっしゃるとは )

　そこで、本稿では「あとで」と「のちほど」について類義語分析を行い、���

[ittaga]/��� [nazunge] と「あとで」/「のちほど」の対応関係についても考察する。

　ここで、本稿の構成について簡単に述べておく。

　まず、2. では��� [ittaga] と��� [nazunge] の類似点・相違点を明らかにする。

　次に、3. では「あとで」と「のちほど」について、相互の意味の類似点・相違点を

明らかにする。

　続いて、4. では意味分析の結果に基づき、��� [ittaga]/��� [nazunge] と「あとで」

/「のちほど」がどのような対応関係にあるかを明らかにする。

　最後の 5. は本稿のまとめである。    

2. 　��� [ittaga] と������ [nazunge] の意味分析

　本節では、類義関係にある��� [ittaga] と��� [nazunge] を取り上げ、両語の意

味の類似点・相違点を明らかにする。

　まず、次の例を見てみよう。

　(4) "�RS� !	TUMVS� !�	"W *	W	�XY�	��� � ��� �	Z6�	

[\	]�	:M	^JM: ���KAIST:2629�

(「どうですか。やってみますか」「そ、その話は��� � ��� �公演が終わっ

たら、また話しましょう」)

　(5) "�R_	`�ab !�	"Mc	>: �	��� � ��� �	#1� ���KAIST:3619)

(「どうやって引きずり出したの？」「時間がない。��� � ��� � def�

　以上の例は��� [ittaga] と��� [nazunge] をそれぞれ置き換えられ、また文の持
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��� ���

つ意味もほとんど変わらない。

　ここで、両語の類似点について再度確認すると、��� [ittaga]と��� [nazunge]はと

もに「問題となる行為を発話の時点において行わず、時間を置いて行う」ことを表す

ととらえることができる。例えば、例 (4) は「現在問題となっているその話を、その場（発

話の時点）ではなく、時間を置いて（公演が終わったら）する」ということになる。

また、例 (5) の場合も「相手の質問に対して、その場（発話の時点）で答えるのではなく、

時間を置いて答える」というように解釈することができる。　

　しかし、以下の例 (6) ～ (9) は��� [nazunge] を��� [ittaga] で言い換えてみると、

この文脈では、不可能かやや不自然な文になる。このことから、両語は違う意味の側

面も持っていると考えられる。

　(6) gh�	i��?	jDiG	klm	no9	hp	qr	stu	�vw: �	Wxy	

��� �＊��� �	Wz�	W�_?	{�|w: �	�KAIST:3619)

　　  ( 大学に入って長男は同じクラスの可愛くて、頭の良い女の子と付き合った。と

ころが、��� �＊��� �彼女は彼から離れてしまった )

　(7) }~�_	&����	��: �

				�“D��: ��}~�	m�8	���	�i�: �

“�	�_	}~ �	��� � ＊��� �	5���	���	9�	C�	^� ��

�KAIST:3631)

( ビョンモに最後に聞いた。「違います」ビョンモは首をゆっくりと振った。

「さようなら、ビョンモ。��� �＊��� �	会ったらお酒でも一杯やろう！」)

�(8) ��	Di�m	��m	��>�	��: �	<��	��� �＊��� �	�C�	�

��m	�: ��KAIST:2458)

( 私は息子と娘を差別しないで育てる。財産も��� �＊��� �平等に分けて

やりたい )

　(9) WF�? #�m ����� :���  ¡¢� ��� �＊��� � r6� ZY

���	�£��	¤¥�	T�	>: ��¦§¨©ª«¬­­�

( 日陰で干して洗剤成分が全部抜けなくても��� �＊��� �自然に空気中に

抜けていくので人体には害がない )

　まず、以上の例は2つの事柄（時点）が関係していることが分かる。例えば、例(6)は「長

男が女の子と付き合う」という先行の事柄と「その女の子が長男から離れる」という

後続の事柄が想定できる。例 (7) の場合は「現在の状況（話題の時点）」と「二人が会

ってお酒を飲む」という事柄が関係しているととらえられる。
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　また、問題となる 2 つの事柄、つまり先行の事柄と後続の事柄の間には直接的な関

連性がなく、独立した事柄として位置づけられ、さらに先行の事柄から後続の事柄が

生起するまでは時間の隔たりがあると考えられる。例えば、例 (8) は「息子と娘を差

別しないで育てる」という先行の事柄と「財産を平等に分けてやる」という後続の事

柄は独立した事柄として位置づけられ、さらに「後続の事柄は先行の事柄から時間を

置いて生起する」というようにとらえられる。また、例 (9) は「日陰で干した状態（話

題の時点）」と「洗剤成分が空気中に抜けていく」はそれぞれ独立した事柄として位置

づけられ、「先行の事柄から後続の事柄が生起するまでは時間の隔たりがある」という

ようにとらえられる（洗剤成分は日陰で干しても、時間が経つと、自然に空気中に抜

けていく）。

　以上のことから、��� [nazunge] の意味（＜別義 1 ＞）は＜問題となる事柄（行為

や出来事、現象など）が＞＜現在または話題の時点から時間を置いて生起する＞こと

を表すと記述することができる。

　ところが、��� [nazunge] は今記述した意味と異なる意味で用いられることがある。

例えば、次のような例の場合である。

　(10)  “EFG	HI�b !	KL	�I	-.	EN	®�	���	E:� ���KAIST:238)

( 今日はどうしたの。いつも一番先に来るお前が���来るとは )

　(11)	� ¯^�° �	�±�	�¥�	���	�¥U:	���	²�³: �( 作例 )

(( 落下実験 ) 軽い物体は重い物体より���落ちる )

　(12) �´(	-.	^m	�´(	���	TX	1� *	µ¶	·¸G	�R_	TX	¹(� *	

º»G	�R_	¼X	1� ��KAIST:3689)	

( 何を先にやって何を���やるべきか、家の整理整頓はどうすればいいか、

献立はどう立てればいいか )

　以上の例は、��� [nazunge] の＜別義 1 ＞と違って「事柄の順序（順番）」が問題

となっている。例えば、例 (10) は「お前が来る」という事柄が単に「時間を置いて生

起する」ということを意味するのではなく、「他の人に比べて来る順番がうしろに位置

する」ということを表している。また、例 (11) の場合も「時間の問題」ではなく「重

い物体より地面に落下する順序（順番）が遅い」という「順序（順番）」が問題となっ

ている。

　以上のことから、��� [nazunge] のもう一つの意味（＜別義 2 ＞）は＜問題となる

事柄（行為や出来事、現象など）が＞＜基準となる事柄より＞＜順序・順番の上でう

しろに位置する＞ことを表すと記述することができる。



49

韓国語の副詞的成分 [ittaga]と [nazunge]の意味分析

　ここで、＜別義 1 ＞と＜別義 2 ＞の関連性について考えてみよう。

　ある 2 つの事柄が（同時ではなく）連続的あるいは非連続的に生起する場合、その

2 つの事柄の間には必然的に「時間」と「順序（順番）」の上でずれが生じると考えら

れる。このように考えると、＜別義 1 ＞は「時間のずれ」に注目して述べる場合に用

いられるととらえられる。それに対して、＜別義 2 ＞は「順序（順番）のずれ」に注

目して述べる場合に用いられると考えられる。

　続いて、��� [ittaga] を取り上げる。以下の例を見てみよう。

      

　(13) � µ(	��Y	½
 *	qr	stu¾	
� �	"���	¿À	ÁÂ���y ��	EF

G	�Ã	ÁÂI !	2ÄT * ��� �??��� �	Å �� ( 作例 )

(( 家を出る直前、彼女との電話 ) 昨日は眠たそうな顔してたんだけど…今日は

どうかな？愛しているよ。��� �??��� �	会おう )

　(14)	"ÆI OÇ�È� /0º�¢ , EF ��� MÉ� ÆÊc: !”

(http://orir.net/space/) 

( 明日は善淑姉さんの結婚式なので、今日���田舎に帰る！ )

　(15) � DË	ÌÍ	
 �"�Î	hÍ�	�Y�	ÏÎ	�Ð� *	��� �??��� �	�r �	�

( 作例 )

(( 朝、登校前 ) 今学校へ行くには少し早いから、��� �??��� �行こう )

　(16) � ZÑ»¥¾	Ò��ÓmÔ � Yr�	ÕÖ(	�×	Ø	/4	IÙ	ÚÚ	2ÒÖ	Û

�r8	�Ü^m�	ÝÛ	@	Þ_�	ßà ��?	¬ Mc	·�5	I(	9	@	áÛ

^�	23�	âã: �	9	Û�r�_	"ä~å	ÝÛæS� !�¢m	��¡�	

"��� �?��� �	ÝÛ1	ç�:�m	Tèæ: �	Wé�	E@�	ê�	/ë	

ÝÛ^�	 ã: �(http://www.domin.co.kr/html/view_article.php?q_iid=320439&se

c_id=4)

(( 公益団体の業務実態の告発 ) 記者が現場を観察した結果、一部の事業場の勤

労者をのぞけば、出勤後短くは 30 分から 1 時間ほどで帰宅する人が多かった。

ある勤労者に「L さん出勤しましたか？」と聞くと、「��� �?��� �出勤

します」とごまかす。しかし、午後になっても結局出勤して来なかった )

　以上の例から分かるように、��� [ittaga] は「主体の行為を表す」場合に用いられ

ると考えられる。そしてその行為は、主体の置かれた一連の状況の中（のある時点）

で行われるものとしてとらえられる。例えば、例 (13) の場合「実際彼女に会う」とい

う行為は「家を出る直前の彼女との電話」という状況から独立したものではなく、「連

続した一連の状況の中で行われるもの」としてとらえられている。また、例 (14) の場
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合も「田舎に帰る」という行為は「今日」という現在主体が置かれている状況の中の

ある時点で行われるものとして考えられる。

　また、例 (15)(16) から分かるように、問題となる行為は発話の時点からあまり時間

が経過していない時期に行われるものとしてとらえられる。例えば、例 (15) は「今学

校へ行くには少し早い」という発話から時間を置いて「行く」ということを表してい

るが、その行為を実現するまでの時間は比較的短いものとしてとらえられている。ま

た、例 (16) の場合も「公益団体の業務実態の告発」という状況から考えると、「L さん

が出勤したか」という質問を受けた時点から、実際 L さんが出勤するという行為が実

現するまでの時間は比較的短いものとして考えることができる。なお、「行為の実現ま

での時間が比較的短い」というのは、客観的・絶対的なものではなく、主体による主

観的・相対的なものであると考えられる。例えば、例 (14) の場合は、主体にとって短

いものとしてとらえられれば、だいぶ時間が経った時点で帰っても問題ない（今日中

に帰ればいい）と考えられる。それに対して、例 (15) の場合は、文の状況から、行為

の実現までの時間は 30 分から長くても 1 時間程度というようにしかとらえられない。

このように、客観的に比べてかなりの差があっても、主体にとって比較的短いものと

してとらえられれば、��� [ittaga] が問題なく用いられるということになる。

　以上のことから、��� [ittaga] の意味は＜主体が＞＜問題となる行為を＞＜発話（話

題）の時点から比較的短い時間を置いて＞＜行う＞ことを表すと記述することができ

る。

　それでは、ここで��� [nazunge] と��� [ittaga] の相違点について検討する ( 注

2)。結論を先取りすると、両語の違いは次のようにまとめられる。

・��� [nazunge] の場合は 2 つの事柄（行為や出来事、現象など）が関係しており、

両者（先行の事柄と後続の事柄）の間は直接的な関連性がなく、独立した事柄と

して位置づけられる。また、先行の事柄から時間を置いて後続の事柄が生起する（時

間の長さについては中立）。

　それに対して、��� [ittaga] は「主体の行為を表す」場合にのみ用いられる。

そしてその行為は、主体の置かれた一連の状況の中（のある時点）で行われるも

のとしてとらえられる。さらに、問題となる行為は発話（話題）の時点から比較

的短い時間を置いて行われる。

・��� [nazunge] はある任意の時点を基準としてそれより相対的に未来の時点で生

起する事柄について表す場合があるが、��� [ittaga] はそのような使い方はでき

ない。
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　以上のことを例文に基づいて説明してみよう。

　まず、上の例 (6) ～ (8) における��� [nazunge] は��� [ittaga] で言い換えること

ができない。それは、文の状況から分かるように「先行の事柄と後続の事柄の間は直

接的な関連性がなく、独立した事柄として位置づけられており、後続の事柄が生起す

るまで、ある程度時間を要する」と考えられるからである。

　例えば、例 (6) は「長男が女の子と付き合う」という事柄と「その女の子が長男か

ら離れる」という後続の事柄は独立した事柄として位置づけられており、「その女の子

が長男から離れる」という事柄の生起には、先行の事柄からある程度（場合によって

は相当な）時間を要する」と考えられる。この場合、��� [ittaga] が用いられないの

は、問題となる行為を、主体の置かれた一連の状況の中（のある時点）で行うものと

してとらえられないからである。また、後続の事柄が生起するまでの時間を比較的短

いとしてもとらえられないからである。

　また、例 (7) も「二人が会ってお酒を飲む」という事柄は独立したものとして位置

づけられており、文脈からも分かるように「二人が会ってお酒を飲む」という事柄は「現

在の状況（話題の時点）」から（例えば、何週間後など）時間的にある程度離れて生起

するものとしてとらえられる。従って、「問題となる行為が、主体の置かれた一連の状

況の中（のある時点）で行われるものとしてとらえられ、さらに発話の時点からあま

り時間が経過していない時期に行われる」ことを表す��� [ittaga] はこのような文に

は用いられない。

　次に、例 (9) についても��� [nazunge] を��� [ittaga] で言い換えることができ

ない。それは、��� [nazunge] は人間の行為や出来事、現象などについても用いられ

るのに対して、��� [ittaga] は「人間の行為を表す」場合にしか用いられないからで

ある。

　さらに、次の例のように、��� [nazunge] はある任意の時点を基準としてそれより

相対的に未来の時点で生起する事柄について表す場合があるが、��� [ittaga] はこの

ような使い方はできない。

　(17) ìím¢î	hï�	gT	6t^N	íðñ	Ýò¾	D�îóô�õî�	��� �

＊��� �	D�îóö÷î¾	���	ø	23¤y ����KAIST:2088)

( ピタゴラス学派について研究していたタレントゥム出身のアリストクセノス

は��� �＊��� �アリストテレスの弟子になった人であるが…)

　(18) 
ù�¤	úÒ�û¶¾	Ù<u	·ü�	ý¶��	¤T	�þ8	���	�æ: �

�é9	&y�¾	·�	Ù<�	��� �＊��� �	W¾	õO(	�,^_	��	

��ï¾	
�4	ô_	g	��	B��: ��KAIST:2497)
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( 全般的な農業改革案の不在と政治的な不安によって成果を収めることができ

なかった。このようなマデロの政策の不在は��� �＊��� �彼の路線を吸

収することになる立憲派の戦略と大きく異なるものであった )

　一方、例 (13) と (15) における��� [ittaga] を��� [nazunge] に置き換えてみると

この文脈では不自然な文になる。それは、��� [nazunge] は「先行の事柄と後続の事

柄の間は直接的な関連性がなく、独立した事柄として位置づけられる」場合に用いら

れるからであると考えられる。

　例えば、例 (13) は上でも説明したように「家を出る直前の彼女との電話」と「実際

彼女に会う」という行為は独立したものではなく、「連続した一連の状況の中で行われ

るもの」としてとらえられていると考えられる。この場合、��� [nazunge] を用いる

と不自然な文になるのは、「先行の事柄と後続の事柄の間は直接的な関連性がなく、独

立した事柄として位置づけられている」というようにはとらえられないからである。

  また、例 (15) の場合も「今学校へ行くには少し早い」という発話状況と「行く」と

いう行為は独立したものとして存在するのではなく、「連続した一連の状況の中で行わ

れる」行為としてとらえられていると考えられる。この場合、��� [nazunge] を用い

ると不自然な文になるのは、「先行の事柄と後続の事柄の間は直接的な関連性がなく、

独立した事柄として位置づけられている」とは考えにくいからである。

　以上のように、��� [nazunge] と��� [ittaga] の相違点について見てきたが、こ

のことを図で示すと、次のようにまとめられる。

  

＜図 1＞��� [nazunge]

　　　　　　　　　　先行の事柄　　  　    　　       後続の事柄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間軸

＜図 2＞��� [ittaga]

　　　　　　　　発話 ( 話題 ) の時点　　　　　　主体の行為

　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間軸
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���� [nazunge] の場合は、問題となる事柄（行為や出来事、現象など）が先行の事

柄と直接的な関連性がなく、独立した事柄として位置づけられる。また、先行の事柄

から時間を置いて後続の事柄が生起することを表すが、時間の長さについては中立的

である。

　それに対して、��� [ittaga] の場合は、問題となる行為が、主体の置かれた一連の

状況の中（のある時点）で行われるものとしてとらえられる。また、その行為は発話（話

題）の時点から比較的短い時間を置いて行われる。

　ここで、��� [nazunge] と��� [ittaga] が両方用いられる例を見てみよう。

　(19) “W
 *	^��	
��	L�>VS� !�	"qÙ�	�S� �	��� �����	

�Ðò®�?	�DEM;	îQ(	·��	g�^�:	^E;	�M	g�T	^�	

B��: �”�KAIST:2324�

(「それでは、一晩泊まっても構いませんか？」「勿論です。��� � ��� �

主人が帰ったら、和尚様を懇ろにおもてなししたと言うと、きっと喜んでくれ

ると思います」)

　(20) ".C�	�o�9	23�	��(	,	��� !�	"W
� �	��� � ��� �	Y

�·2�	u?	Æ	��(	i�ME �	Æ�	�Ð�	���: ���KAIST:2192�

(「私のような無能力な人間も悟ることができるんでしょうか？」「勿論です。

��� � ��� �起園静寺へ来て私の説法をお聞きください。私がお教えしま

す」)

　以上の例における「主人が帰る」、「起園静寺へ来る」という行為は、その場（発話

の時点）で行われるのではなく、時間を置いて行われるものとしてとらえられる。

　ただし、��� [nazunge] を使った場合は、問題となる事柄が先行の事柄と直接的な

関連性がなく、独立した事柄として位置づけられる。そのため、例 (19) の場合の「主

人が帰る」という行為はその日のうちに行われなくても問題ないと考えられる。

　それに対して、��� [ittaga] を使った場合は、問題となる行為が、主体の置かれた

一連の状況の中（のある時点）で行われるものとしてとらえられ、またその行為は発

話（話題）の時点から比較的短い時間を置いて行われるものとしてとらえられる。従

って、例 (19) の場合、「主人が帰る」という行為は比較的短い時間のうちに（その日

のうちに）行われるというニュアンスが読み取れる。

3.　「あとで」と「のちほど」の意味分析

　続いて本節では、「あとで」と「のちほど」を取り上げ、相互の意味の類似点・相違
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点を明らかにする。先行研究としては、飛田・浅田 (1994)、森田 (1989) などの辞典類

があげられる。それぞれの記述には参考にすべき点も多いが、いずれも各語の個別の

意味と相互の意味の類似点・相違点の記述が十分とは言えない。以下、比較的に詳し

い分析がなされていると思われる飛田・浅田 (1994) を取り上げる。

　あ と で：問題の時間から近い未来に物事が起こる様子を表す。あらたまった場面

では「のちほど」を用いる。( 飛田・浅田 (1994:12))

　のちほど：近い将来に物事が起こる様子を表す。丁寧なニュアンスがあり、公式の

発言や目上に対する発言などによく用いられる。くだけた日常会話では

「あとで」を用いる。ただし、「あとで」は過去の時点よりも相対的に未

来の時点での出来事をも表せる。( 飛田・浅田 (1994:433-434))

　先行研究の記述に従うと、「あとで」と「のちほど」の違いは、いわゆる「文体差」

と「過去の時点よりも相対的に未来の時点での出来事を表せるか否か」にあると言え

る。しかし、次の例は今の記述では説明が難しいと考えられる。つまり、単なる「文

体差」だけでは説明ができない場合があるということである。

　(21) 火のついた灰が布団に落ちると、すぐ燃え上がらなくても、後で ( ＊のちほど )

火事になることがあります。(www.sumitate.co.jp/fureai/tokushu/028/index.html) 

　(22) ただ、私が何故（なにゆえ）妻のヒステリイを力説するか、それはこの奇怪な

現象に対する私自身の説明と、ある関係があるからで、その説明については、

いずれ後で ( ＊のちほど ) 詳しく申上る事に致しましょう。

(http://www.aozora.gr.jp/cards/000879/files/165_15240.html)

　そこで本稿では、以上を踏まえて、「あとで」と「のちほど」の類似点・相違点につ

いてさらに詳しく考察する。

　次の例を見てみよう。

　(23) それから高レベル放射線廃棄物の低減のためにということは、これはプルサー

マルとは直接関係のない話です。資源の有効利用の問題に関しては後で ( のち

ほど ) 申し上げますが、プルトニウムをプルサーマルでやるやり方は、基本的

にはこの画面のような方針で行われようとしています。

(http://etelmtsv.pref.ehime.jp/info/HOUDOU/touronkai/t_04.html)

　(24) 個々の症状にあわせてどの温泉地を選べばいいのかや、温泉の泉質、そして上
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手な温泉の入り方については、後ほど(あとで )詳しく述べることにしましょう。

(http://www.yomiuri.co.jp/tabi/domestic/zatsugaku/za041002.htm)

　ここで、両語の類似点について再度確認すると、「あとで」と「のちほど」はともに

「問題となる行為を発話の時点において行わず、時間を置いて行う」ことを表すととら

えることができる。例えば、例 (24) は「現在問題となっている温泉の入り方を、その

場（発話の時点）ではなく、時間を置いて述べる」ということになる。　

　しかし、以下の例 (25) ～ (27) は「あとで」と「のちほど」で言い換えることができ

ない。このことから、両語は違う意味の側面も持っていると考えられる。

　(25) 信夫は自分の手の中にはいってしまいそうなふじ子の手をみた。その手を強く

握りしめたいような思いに耐えながら、

「ふじ子さん、また後で ( ＊のちほど ) 来ます。ぼくはこれからずっと札幌にい

るのですから、今度は押し花ではなく、いろいろな花を持って来てあげますよ」

( 三浦綾子『塩狩峠』:427)

　(26) ただ、私が何故（なにゆえ）妻のヒステリイを力説するか、それはこの奇怪な

現象に対する私自身の説明と、ある関係があるからで、その説明については、

いずれ後で ( ＊のちほど ) 詳しく申上る事に致しましょう。( 例 (22) の再掲 )

　(27) 「いま、食べたくないわ」

「あら、どうして？　……お父様が待っていらっしゃるわ」

「あとで ( ＊のちほど ) 食べるわ」

「そんなこと言わないで、いらっしゃいよ。一緒にたべた方がおいしいわ」( 石

川達三『青春の蹉跌』:62)

　まず、以上の例は 2 つの事柄（時点）が関係していることが分かる。例えば、例

(25) は場合は「現在の主体の置かれている状況（話題の時点）」と「（会いに）来る」

という事柄が関係しているととらえられる。

　また、問題となる 2 つの事柄、つまり先行の事柄と後続の事柄の間には直接的な関

連性がなく、独立した事柄として位置づけられる。そのため、先行の事柄から後続の

事柄が生起するまでは時間の隔たりがあると考えられる。例えば、例 (26) は「現在の

主体の置かれている状況（話題の時点）」という先行の事柄と「その説明をする」とい

う後続の事柄は独立した事柄として位置づけられ、さらに「後続の事柄は先行の事柄

から時間を置いて生起する」というようにとらえられる。

　なお、「先行の事柄」と「後続の事柄」の間の時間の長さは中立的であると考えられる。
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例えば、例 (26) の場合は、「いずれ」という表現からも分かるように、何週間、何ヶ

月後というように、ある程度時間が経った時点で「その説明をする」という解釈が可

能である。それに対して、例 (27) の場合は「少なくとも今日のうちに食べる」という

ように考えられ、「先行の事柄」と「後続の事柄」の間の時間は比較的短いものとして

とらえられる。

　以上のことから、「あとで」の意味は＜問題となる事柄（行為や出来事、現象など）

が＞＜現在または話題の時点から時間を置いて生起する＞ことを表すと記述すること

ができる。

　次に、「のちほど」を取り上げる。以下の例を見てみよう。

　(28) （取引先に向かう直前の電話）今日は色々とお世話になる思いますが、どうかよ

ろしくお願い致します。それでは、後ほど (?? あとで ) お伺いいたします。( 作

例 )

　(29) （キーの受け取り）購入画面の必要項目に記入して送信すると、後ほど (?? あと

で )（５分ほどして）メールが届きます。そのメールでキーが記載してあります。

(http://www.peter-rabbit.jp/peter/reports/pc/answerphone/4_setup/402_callsoft_setup.htm)

　以上の例から分かるように、「のちほど」は「主体の行為を表す」場合に用いられる

と考えられる。そしてその行為は、主体の置かれた一連の状況の中（のある時点）で

行われるものとしてとらえられる。例えば、例 (28) の場合「実際伺う」という行為は「取

引先に向かう直前の電話」という状況と独立したものではなく、「連続した一連の状況

の中で行われるもの」としてとらえられている。

　また、例 (29) から分かるように、問題となる行為は発話の時点からあまり時間が経

過していない時期に行われるものとしてとらえられる。例 (29) は「必要項目に記入し

て送信する」という状況から時間を置いて「メールが届く」ということを表しているが、

文中にも現れているように、その行為を実現するまでの時間は比較的短いものとして

とらえられている。

　以上のことから、「のちほど」の意味は＜主体が＞＜問題となる行為を＞＜発話（話

題）の時点から比較的短い時間を置いて＞＜行う＞ことを表すと記述することができ

る。

　それでは、ここで「あとで」「のちほど」の相違点について検討する。

　まず、上の例(25)(26)は「あとで」を「のちほど」で言い換えることができない。それは、

文の状況から分かるように「先行の事柄と後続の事柄の間は直接的な関連性がなく、

独立した事柄として位置づけられており、さらに後続の事柄が生起するまである程度
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の時間を要する」と考えられるからである。

　例えば、例 (25) は「現在の主体の置かれている状況（話題の時点）」と「（会いに）来る」

という事柄は、独立した事柄として位置づけられており、「（会いに）来る」という事

柄の生起には、先行の事柄からある程度（場合によっては相当な）時間を要する」と

考えられる。この場合、「のちほど」が用いられないのは、「問題となる行為を、主体

が置かれた一連の状況の中（のある時点）で行うもの」としてとらえられないからで

ある。また、後続の事柄が生起するまでの時間を比較的短いとしてもとらえられない

からである。

　一方、例 (28)(29) における「のちほど」を「あとで」に置き換えてみると、この文

脈では不自然な文になる。それは、「のちほど」の場合の主体の行為は、主体の置かれ

た一連の状況の中（のある時点）で行われるものとしてとらえられるからである。

　例えば、例 (28) は上でも説明したように「実際伺う」という行為は「取引先に向か

う直前の電話」という状況と独立したものではなく、「連続した一連の状況の中で行わ

れるもの」としてとらえられていると考えられる。この場合、「あとで」を用いると不

自然な文になるのは、「先行の事柄と後続の事柄の間は直接的な関連性がなく、独立し

た事柄として位置づけられている」というようにはとらえにくいからである。

　なお、下の例 (30) からも分かるように、「のちほど」は「人間の行為を表す」場合

にしか用いられないのに対して、「あとで」は行為の他に、出来事や現象などについて

も用いられる。

　(30) 我々は慎重に林に入って行った。

「いいか、まず彼奴に手榴弾を使わしちまわないとまずい。声を出せば、きっ

と抛って来やがるから、怒鳴って、途端に逃げるんだぞ。いいか」彼は林の奥

へ叫んだ。「おーい、安田。獲って来たぞ」

そして踵を返して急に駈け下りた。後で ( ＊のちほど ) 炸裂音が起った。( 大岡

昇平『野火』:304)

　続いて、次の例を見てみよう。

　(31) 私は夏目先生を訪ふたことがあつたが、その時樗蔭氏にもお目にかかつたので

ある。樗蔭氏は夏目先生より後で ( ＊のちほど ) 逝去された。

(http://www.aozora.gr.jp/cards/000286/files/3210_7208.html)

　(32) 毎朝早く、町の女達と一緒にトロッコを押しに出かけて行く気立の優しい狂人

である。私はこのシンケイによく虱を取ってもらったものだ。彼は後で ( ＊の
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ちほど ) 支柱夫に出世したけれど、外に、島根の方から流れて来ている祭文語

りの義眼の男や、夫婦者の坑夫が二組、まむし酒を売るテキヤ、親指のない淫

売婦、サーカスよりも面白い集団であった。( 林芙美子『放浪記』:12)

　飛田・浅田 (1994) も指摘するように、「あとで」はある任意の時点を基準としてそ

れより相対的に未来の時点で生起する事柄について表す用法があるが、「のちほど」は

このような用法はない。

　さらに、次の例を見てみよう。

　(33) そして俺たちのことを 『工場』だと思う。そして動きはじめる。ちゃんと計算

してあるんだ」

「拷問？」と私は言った。「拷問って、どんな拷問？」

「あとで ( ＊のちほど ) 教えるよ、ちゃんと」と小男は言った。( 山本有三『路

傍の石』:521)

　(34) ルノーは、海外での成長という政策によって、この挑戦に立ち向かいました。

これについては後ほど ( あとで ) 詳しく申し上げます。

(http://www.nikkei.co.jp/hensei/ngmf2000/text/text05.html)

　上の例 (33) は「あとで」を「のちほど」で言い換えることができない。それは、飛田・

浅田 (1994:12) にも指摘されているように、「のちほど」は改まった場面（公式の発言

や目上に対する発言）に用いられるからであると考えられる。それに対して、「あとで」

は文体差については中立的である。

　それではここで、「あとで」と「のちほど」が両方用いられる例を見てみよう。

　(35) まず最初に、本日の委員の出席状況でございますが、お 2 人の委員が欠席でご

ざいまして、お 1 人の委員が後ほど ( あとで ) いらっしゃると今連絡が入りま

した。今のところ 20 名のうち 17 名の出席をいただいております。

(http://www.kyoiku.metro.tokyo.jp/buka/shidou/singi1.pdf)

　以上の例における「委員がいらっしゃる」という事柄は、その場（発話の時点）で

行われるのではなく、時間を置いて行われるものとしてとらえられる。

　ただし、「のちほど」を使った場合は、問題となる行為が、主体の置かれた一連の状

況の中（のある時点）で行われるものとしてとらえられ、またその行為は発話（話題）

の時点から比較的短い時間を置いて行われるものとしてとらえられる。さらに、改ま

��� ���
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りの度合いが高い文として解釈される。

　それに対して、「あとで」を使った場合は、問題となる事柄が先行の事柄と直接的な

関連性がなく、独立した事柄として位置づけられる。また、後続の行為が行われるま

での時間の長さは中立的であるため、「のちほど」を用いた場合に比べ、時間の隔たり

が大きいというニュアンスが読み取れる。なお、改まりの度合いについては中立的で

ある。

4.　������ [ittaga]/������ [nazunge] と「あとで」/「のちほど」の対応関係について

　以上のように、本稿では��� [ittaga]/��� [nazunge] と「あとで」/「のちほど」

を取り上げ、相互の意味の類似点・相違点を明らかにした。

　ここでは、以上の分析結果に基づき、��� [ittaga]/��� [nazunge] と「あとで」/「の

ちほど」が、それぞれどのような対応関係にあるかについて考察する。

　結論から先取りすると、それぞれの対応関係は、次のようにまとめられる。

＜表 1 ＞��� [ittaga]/��� [nazunge] と「あとで」/「のちほど」の対応関係

��� ��� あとで のちほど

2 つの事柄を独立した事柄として位置づける × ○ ○ ×

当該の行為を一連の状況の中のある時点に位置づける ○ × × ○

当該の事柄が生起するまでの時間の捉え方 短い 中立 中立 短い

人間の行為を表す文 ○ ○ ○ ○

出来事・（自然）現象を表す文 × ○ ○ ×
任意の時点を基準としてそれより相対的に
未来の時点で生起する事柄を表す文 × ○ ○ ×

文体差（改まりの度合い） 中立 中立 中立 ○

事柄の順序（順番） × ○ × ×

　以下の例を見てみよう。

　(36) 信夫は自分の手の中にはいってしまいそうなふじ子の手をみた。その手を強く

握りしめたいような思いに耐えながら、

「ふじ子さん、また後で ( ＊のちほど /��� �＊��� ) 来ます。ぼくはこれ

からずっと札幌にいるのですから、今度は押し花ではなく、いろいろな花を持

って来てあげますよ」( 例 (25) の再掲 )

　(37) （取引先に向かう直前の電話）今日は色々とお世話になる思いますが、どうかよ

ろしくお願い致します。それでは、後ほど (?? あとで /??��� � ��� ) お伺
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いいたします。( 例 (28) の再掲 )

　(38) ただ、私が何故（なにゆえ）妻のヒステリイを力説するか、それはこの奇怪な

現象に対する私自身の説明と、ある関係があるからで、その説明については、

いずれ後で ( ＊のちほど /��� �＊��� ) 詳しく申上る事に致しましょう。

(�例 (22) の再掲 ))

　まず、例 (36) のように「後で」と��� [nazunge] の場合、2 つの事柄（先行の事柄

と後続の事柄）の間は直接的な関連性がなく、独立した事柄として位置づけられる。

それに対して、「のちほど」と��� [ittaga] は例 (37) のように、問題となる行為が主

体の置かれた一連の状況の中（のある時点）で行われるものとしてとらえられる。また、

例 (38) のように「後で」と��� [nazunge] は先行の事柄から問題となる事柄が生起

するまでの時間の長さについては中立的である。それに対して、「のちほど」と���

[ittaga] は、問題となる行為が発話（話題）の時点から比較的短い時間を置いて行われる。

　さらに、次の例を見てみよう。

　(39) この液体に窒素を入れると、あとで（＊のちほど /��� �＊���）煙が発

生します。( 作例 )

　(40) “%&�	���	� ��� �	'()� *	+,	-.	'� ��( 例 (3a) の再掲 )

( ママはあとで（?? のちほど）食べるから、哲秀ちゃん先に食べて )

　(41) ìím¢î	hï�	gT	6t^N	íðñ	Ýò¾	D�îóô�õî�	��� �

＊��� �	D�îóö÷î¾	���	ø	23¤y ���( 例 (17) の再掲 )

( ピタゴラス学派について研究していたタレントゥム出身のアリストクセノス

はあとで ( ＊のちほど ) アリストテレスの弟子になった人であるが…)

　(42)	� ¯^�° �	�±�	�¥�	���	�¥U:	���	�＊��� � ²�³: �(

例 (11) の再掲 )

(( 落下実験 ) 軽い物体は重い物体より ?? あとで ( ＊のちほど ) 落ちる )

　まず、例 (39) から分かるように、「のちほど」と��� [ittaga] は「人間の行為を表す」

場合にしか用いられないのに対して、「後で」と��� [nazunge] は行為の他に、出来

事や現象などについても用いられる。

　また、例 (40) において「のちほど」が不自然なのは、「のちほど」は改まった場面（公

式の発言や目上に対する発言）に用いられるからである。それに対して、「あとで」と

��� [ittaga]/��� [nazunge] は文体差については中立的である。

　さらに、例 (41) のように「後で」と��� [nazunge] は、ある任意の時点を基準と

���

���
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してそれより相対的に未来の時点で生起する事柄について表すことができるが、「のち

ほど」と��� [ittaga] はそのような使い方はできない。

　最後に、��� [nazunge] は「問題となる事柄（行為や出来事、現象など）が基準と

なる事柄より順序・順番の上でうしろに位置する」ことを表す場合に用いることがで

きるが��� [ittaga] と「あとで」/「のちほど」は用いられない。

5.　まとめ

　以上、本稿では、類義関係にある韓国語の副詞的成分��� [ittaga] と���

[nazunge] について、日本語の「あとで」/「のちほど」との対応関係を指摘しながら、

相互の意味の類似点・相違点を明らかにした。

　分析の結果、��� [nazunge] は「あとで」に、��� [ittaga] は「後ほど」にほぼ

対応していることが分かった。ただし、＜表 1 ＞にも示したように、それぞれ異なる

意味特徴をも有するため、必ずしもきれいには対応しない。

������ [nazunge] と「あとで」

共通点

＜問題となる事柄（行為や出来事、現象など）が＞＜現在または話題の時点から

時間を置いて生起する＞

相違点（��� [nazunge] のみが持つ意味特徴）

＜問題となる事柄（行為や出来事、現象など）が＞＜基準となる事柄より＞＜順序・

順番の上でうしろに位置する＞

������ [ittaga] と「のちほど」

共通点

＜主体が＞＜問題となる行為を＞＜発話（話題）の時点から比較的短い時間を置

いて＞＜行う＞

相違点（文体差）

「のちほど」：改まった場面（公式の発言や目上に対する発言）に用いられる。　

��� [ittaga]：文体差については中立的である。

注

注 1　本文中の引用例の容認度に用いた「＊」の記号は、その表現が非文であること

を表す。「?」はその表現が非文ではないが、容認度が低いことを表し、「??」は「?」

よりもさらに容認度が低いことを表す。
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注 2　��� [ittaga] は��� [nazunge] が＜別義 1 ＞として用いられる場合に類義関

係にあると考えられるため、以下では＜別義 1 ＞とのみ比較する。
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